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問　　題
　近年、学校においては、学級崩壊・不登校・いじ
めなど、様々な不適応行動が見られる。「児童期は、
学校生活や友達集団の中で子どもの世界が飛躍的に
広がり、社会的な発達が著しい時期である（菅原・
八木下・詫摩・小泉・瀬地山・菅原・北村,2002）」
と述べられているように、児童期は乳幼児期よりも
生活環境が広がり、親以外の人物から影響を受ける
ことも多いであろう。しかし、まだ全体的に親に依
存している段階であり、親が子どもに及ぼす影響は
大きいと考えられる。そこで、養育態度と学校適応
との関連について検討した研究では、母親の積極的
拒否型の養育態度の影響が家庭や学校内での社会的
スキルを媒介にして、子どものクラス内地位に及ぶ
ことが示された（戸ヶ崎・坂野，1997）。また、酒井・
菅原・眞榮城・菅原・北村（2002）は、親子相互の
信頼感は子どもの学校適応と強く関連しており、相
互の信頼感が希薄な家庭の子どもは不適応な傾向に
あることを明らかにし、健全な学校生活を送るため
には、親や親友などの重要な他者との間に基本的信
頼感を形成することが必要であると述べている。さ
らに、大重（2004）は、関係性攻撃と親への親和性
との関連を検討し、親への親和性が高い子どもは能
動的に関係性攻撃を示すことや関係性攻撃の対象に
なることが少ないことを明らかにした。また、関係
性攻撃経験後においても親への親和性のなかで高い
「親への親密さ」は他者不信になりにくく、「親へ
の同一視欲求」の高さは仲間関係をより重視するこ
とにつながることが示された。このように、親への
親和性が高いことにより、他者を攻撃したり、自ら
がターゲットとされたりすることが少なくなり、関
係性攻撃経験後も他者不信になりにくく、望ましい
仲間関係を持とうとすることが示された。このよう
に、先行研究においては、親の養育態度と学校適応
との関連の検討といっても、仲間場面に焦点をあて、
検討したものが多い。学校適応を学校での仲間場面
に限らず、様々な側面からとらえ、親の養育態度との
関連を検討していくことが必要であると考えられる。
　さて、養育態度についての研究では、子どもの
認知する親の養育態度に着目し、子どもの学校適
応に及ぼす影響を検討したものはあまり見当たらな
い。松田・鈴木（1988）は、家族環境についての親
の認知は子どもの効力感とほとんど相関関係が見ら
れないが、子ども自身の認知した家族環境は効力感
と密接に関連することを明らかにし、子どもの認知
した母親の受容的・子ども中心的な養育態度は子ど
もの効力感と正の相関関係にあることを報告してい
る。西出・夏野（1997）においては、子どもの認知
する家族システムの機能状態は抑うつ感を抑える一
方、母親のひとりよがり的な認知は、子どもの抑う
つ感を増加させることが示されている。金子・新瀬
（2002）は、親の認知する養育態度と子どもの向社
会性との間には有意な関連は見られないが、子ども
の認知する父親・母親両者の養育態度が、子どもの
意見を受け止め、子どもの気持ちに寄り添う「関心・
受容的態度」や、躾について厳しく諭し誘導する「指
導的態度」である時、子どもの向社会性を促進する
ことを明らかにした。篠原・福山（1987）は、親の
養育態度の影響を受ける子ども自身が親の養育態度
をどのように感じ、どのように対処するかに意味が
あるため、子ども自身の認知が重要であると述べて
いる。金子・新瀬（2002）も述べているように、養
育態度に関しては、親が何をするかだけでなく、親
からされたことを子どもがどのように感じ、次の活
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動につなげるかが重要だと考えられる。以上のこと
から、学校適応と親の養育態度との関連を明らかに
することにおいて、養育態度については親の認知よ
り子どもの認知の方がより有効であると推察される。
ところで、養育態度の研究では、母親の養育態度を
取り上げたものが多く見られるが、篠原・福山（1987）
は、父親の養育態度も子どもに影響を及ぼすことを
明らかにした。中道・中澤（2003）は、父親・母親
が互いに補い合って育児をするため、両親を総合的
に捉える必要性を述べている。母親が有職の場合、
育児を両親で協力して行うため、応答的態度、統制
的態度を両親で分担する可能性を示唆している。近
年、夫婦共働きの家庭が増えており、母親だけに育
児を任せることはできないだろう。よって、母親だ
けに限定し、子どもが受けている養育態度をとらえ
ることは難しいと考えられる。父親・母親を限定せず、
“親”という総合した表現を用いることで、子ども
が受けている養育態度の全体像をとらえることがで
きるのではないだろうか。
　そこで、本研究の具体的目的は、受容・関与、厳
格・監督の2次元を用い、「指導的な親」を理想的
養育態度としたBaumrind,D（1967）の分類方法を
基に、子どもの認知する親の養育態度に関する尺度
を作成し、以下の内容を検討することである。
１．子どもの認知する親の養育態度が学校適応に及
ぼす影響の検討
２．子どもの認知する親の養育態度と学校適応との
関連の検討
方　　法
予備調査
　予備調査では、養育経験のある親を対象に養育態
度全般に関する内容を、教諭を対象に学校適応・不
適応に関する内容を収集する。
１．調査対象者
（１）親の養育態度について
　Ｉ県・Ｔ県の小学生以上の子どもを持つ親68名（父
親22名､ 母親46名）
（２）子どもの学校適応について
　Ｉ県・Ｔ県の教諭23名（男５名、女18名）
２．調査時期
　2005年８月～９月
３．調査内容
（１）親の養育態度について
　親が実際に行った子どもの養育についての全般的
な内容に関するものである。全ての質問項目につい
ては自由記述により回答が求められた。質問項目の
具体的内容は、①基本的生活習慣に関する躾や子ど
もに与えた家庭内の役割について、②子どもが友達
と仲良くするための親の関わり方や自主性を伸ばす
ための親の関わり方について、③子どもが良いこと
をした時・失敗した時の親の接し方について、④子
育ての成功・失敗の両方の体験について、⑤子育て
において特に心掛けたことについてである。
（２）子どもの学校適応について
　教師から見て適応している、または適応していな
いと感じる子どもの特徴に関する質問項目が作成さ
れた。具体的には、①友人との関わり方について、
②授業態度について、③規則・決まりについて、④
子どもが精一杯頑張っていると感じる時の特徴につ
いて、という内容である。全ての質問項目について
自由記述により回答が求められた。
４．調査結果
（１）親の養育態度に関する測定項目の内容収集お
よび作成・検討
　収集された回答内容は、基本的生活習慣に関する
躾、子どもとの行動や感情の共有、子どもの自律性
および自主性の育て方などであった。
　予備調査で得られた内容については、被験者であ
る小学生が回答しやすいよう、表現方法を検討し、
問題点がある場合は修正・削除を行い、項目作成を
行った。子どもが理解できる表現方法であるかの判
定および不適切な表現の修正においては、現役の小
学校教諭の助言が得られた。最終的に37項目が養育
態度測定項目とされた。
（２）学校適応に関する測定項目の内容収集および
作成・検討
　収集された回答内容は、仲間場面に関するもの、
学校内の規則に関するもの、授業中の態度に関する
ものなどであった。
　養育態度測定項目作成においての手続きと同様に、
各項目の再検討や修正を行い、最終的に16項目が学
校適応測定項目とされた。
本調査
１．調査対象児
　Ｉ県内の公立小学校５，６年生351名（男子170名、
女子181名）
２．調査時期
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　2005年10月下旬～11月中旬
３．調査内容
　予備調査によって収集された項目について、「と
てもあてはまる」（５点）～「全くあてはまらない」
（１点）の５件法で回答が求められた。
結　　果
１．尺度の作成について
（１）子どもの認知する親の養育態度尺度について
予備調査の結果を基に作成した子どもの認知する
親の養育態度に関する質問項目の回答についての因
子分析を行った。固有値の減退状況などから、２因子
を仮定することができた。複数の因子に因子負荷量
が高い項目を削除した後、残りの25項目について再
度因子分析を行った。バリマックス回転後の因子パ
ターンはTable1に示す。累積寄与率は31.4％であった。
　第１因子は“親は悩み事を真剣に聞いてくれる”
“親は一緒に喜んだり、悲しんだりしてくれる”な
ど、親が子どもの気持ちや日常の出来事をポジティ
ブに捉えたり受け入れたりする内容の項目が高い負
荷量を示したため、「受容」因子と命名された。第
２因子は“親から約束を守るように言われる”“親
から食べ物の好き嫌いをしないように言われる”な
ど、親が子どもに基本的生活習慣や道徳性を身につ
けさせる働きかけをする内容の項目が高い負荷量を
示したことから、「統制」因子と命名された。
　因子仮定後にCronbachのα係数を算出したとこ
ろ、因子ごとのα係数は、第１因子、第２因子それ
ぞれにおいて順に、0.88､ 0.75であった。
このように、Baumrind,D（1967）の示した受容・関与、
厳格・監督のそれぞれに対応するとみなされる「受
容」、「統制」の2因子が抽出された。
Table1　子どもの認知する親の養育態度に関する項目の因子分析結果
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（２）学校適応尺度について
　予備調査の結果を基に作成した子どもの学校適応
に関する質問項目の回答についての因子分析を行っ
た。固有値の減退状況などから、４因子を仮定する
ことができた。複数の因子に因子負荷量が高い項目
を削除した後、残りの14項目について再度因子分析
を行った。バリマックス回転後の因子パターンは
Table2に示す。累積寄与率は41.8％であった。
　第１因子は“難しい事もやり通す自信がある”
“先生から出された課題に楽しく取り組めている”
“人前でも積極的に自分の意見が言える”などの項
目から成り、「授業場面での適応」因子と命名された。
第２因子は“みんなが使う物を大切に扱う”“みん
なで決めたルールや規則をきちんと守る”などの項
目から成り、「規則・ルールへの適応」因子と命名
された。第３因子は“自分から誰にでも声をかける”
“大勢の友達と遊ぶのが好きだ”という項目から成り、
「仲間場面での適応」因子と命名された。第４因子
は“自分は何でもうまくできる”“将来りっぱな人
になれると思う”という項目から成り、「肯定的自
己像」因子と命名された。
　因子仮定後にCronbachのα係数を算出したとこ
ろ、因子ごとのα係数は、第１因子、第２因子、第
３因子、第４因子それぞれにおいて順に、0.77、0.68、
0.54、0.62であった。
２．子どもの認知する親の養育態度が学校適応に及
ぼす影響について
　子どもの認知する親の養育態度と学校適応との関
連を検討するため、子どもの認知する親の養育態度
尺度の下位尺度項目得点と学校適応尺度の下位尺度
項目得点との相関関係を求めた。分析結果はTable3
に示す。
　学校適応の全ての各尺度因子項目合計得点と子ど
もの認知する親の養育態度尺度の全ての各尺度因子
項目合計得点との間に有意な相関関係が見られた
（p<.01）。また、「学校が楽しい」という項目は学
校適応および子どもの認知する親の養育態度尺度の
全ての各尺度因子項目合計得点との間に有意な相関
関係が見られた（p<.01）。
Table2　学校適応に関する項目の因子分析結果
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Table3　学校適応尺度各因子項目合計得点と子どもの認知する
　　　　親の養育態度尺度各因子項目合計得点との相関関係
�������������������������������
������������������������������
�� �� �������
�������� ������ ������ �������
���������� ������ ������ �������
�������� ������ ������ �������
������ ������ ������ �������
������� ������ ������ �����
�������
－115－
子どもの認知する親の養育態度と学校適応との関連についての検討
　そこで、子どもの認知する親の養育態度が学校適
応に及ぼす影響をより具体的に検討するため、学校
適応の各因子項目合計得点を基準変数とし、子ども
の認知する親の養育態度の各因子項目合計得点を説
明変数とする重回帰分析が行われた。分析結果は
Figure1に示す。
　学校適応第１因子「授業場面での適応」において
子どもの認知する養育態度第1因子「受容」の偏回
帰係数は、（β）＝.18（t（313）＝3.13,p<.01,両
側検定）であった。子どもの認知する親の養育態
度第2因子「統制」の偏回帰係数は、（β）＝.26（t
（313）＝4.38,p<.001,両側検定）であった。したがっ
て、学校適応第１因子「授業場面での適応」に及ぼ
す影響は、子どもの認知する親の養育態度の第１因
子、第２因子のいずれにおいても有意であった。な
お、この時の回帰式全体の説明率は、R2＝.14であ
り有意であった（F（2,313）＝26.40,p<.001）。学
校適応第２因子「規則・ルールへの適応」において
子どもの認知する親の養育態度第１因子「受容」の
偏回帰係数は、（β）＝.24（t（312）＝3.88,p<.001,
両側検定）であった。子どもの認知する親の養育態
度第2因子「統制」の偏回帰係数は、（β）＝.10（t
（312）＝1.68,p<.10,両側検定）であった。したがっ
て、学校適応第2因子「規則・ルールへの適応」に
及ぼす影響は、子どもの認知する親の養育態度の第
１因子においては有意であり、第２因子においては
有意傾向であった。なお、この時の回帰式全体の説
明率はR2＝.09であり有意であった（F（2,312）＝
15.16,p<.001）。学校適応第３因子「仲間場面での
適応」において子どもの認知する親の養育態度第１
因子「受容」の偏回帰係数は、（β）＝.08（t（315）
＝1.39,n.s,両側検定）であった。子どもの認知す
る親の養育態度第２因子「統制」の偏回帰係数は、
（β）＝.22（t（315）＝3.55,p<.001,両側検定）
であった。したがって、学校適応第3因子「仲間場
面での適応」に
及ぼす影響は、
子どもの認知す
る親の養育態度
の第2因子にお
いてのみ有意で
あった。なお、
この時の回帰式
全体の説明率は
R2＝.07で あ り
有意であった
（F（2,315）＝
12.10,p<.001）。
学校適応第４因
子「肯定的自己
像」において子どもの認知する親の養育態度第1因
子「受容」の偏回帰係数は、（β）＝.15（t（315）
＝2.46,p<.05,両側検定）であった。子どもの認知
する親の養育態度第２因子「統制」の偏回帰係数は、
（β）＝.12（t（315）＝1.90,p<.10,両側検定）であっ
た。したがって、学校適応第4因子「肯定的自己像」
に及ぼす影響は、子どもの認知する親の養育態度の
第1因子においては有意であり、第2因子において
は有意傾向であった。なお、この時の回帰式全体の
説明率はR2＝.05であり有意であった（F（2,315）
＝8.93,p<.001）。
３．子どもの認知する親の養育態度と学校適応との
関連について
　Baumrind,D（1967）は、受容・関与、厳格・監
督の２次元を用い、指導的な（authoritative）親、
無関心な（neglectful）親、権威的な（authoritarian）
親、寛大な（indulgent）親、という４つの養育態
度に分類した。そこで、子どもの認知する親の養育
態度と学校適応との関連をより具体的に調べるため
に、Baumrind,D（1967）の養育態度の分類基準を
基に子どもの認知する親の養育態度の群分けを行い
検討した。すなわち、本研究で作成された子どもの
����
����
��������
��������� ����������������
����
���� ���������� ���������� ��������� ����
�� ������� ���� ������������� ��
��������
�������� ��������
����
������
��������������������������������������
������������
�������
�������
�������
�������
Figure1　「子どもの認知する親の養育態度→学校適応」の重回帰分析の結果
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認知する親の養育態度尺度の「受容」、「統制」それ
ぞれの項目得点の平均が求められ、その平均得点＋
1SDより低い場合は低群、平均得点＋1SD以上の場
合は高群に分けられた。さらに、受容・統制いずれ
も高群は「指導的な親群」、受容高群・統制低群は
「寛大な親群」、受容低群・統制高群は「権威的な
親群」、受容・統制いずれも低群は「無関心な親群」
と、それぞれ命名された。子どもの認知する親の養
育態度の群分けについてはFigure2に、分散分析の
結果はTable4に示す。このように分類された養育態
度群においては性の人数においての偏りが見られた
ため、養育態度群を独立変数、学校適応尺度各因子
項目得点を従属変数とする1要因分散分析を行った。
その上で分散分析の結果が有意である場合、下位検
定としてLSD法による多重比較を行った。
　学校適応第１因子「授業場面での適応」において、
子どもの認知する親の養育態度群の主効果が見られ
（F（3,307）＝5.93,p<.01）、「寛大な親群」より
「権威的な親群」、「指導的な親群」の方が、「無関
心な親群」より「権威的な親群」、「指導的な親群」
の方がそれぞれ得点が高いことが示された（Mse＝
13.34,p<.05）。学校適応第2因子「規則・ルールへ
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Figure2　受容と統制の組み合わせによる子どもの認知する親の養育態度の群分け
Table4　子どもの認知する親の養育態度群による学校適応尺度各因子項目合計得点の平均とSDおよび分散分析の結果
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子どもの認知する親の養育態度と学校適応との関連についての検討
の適応」において、子どもの認知する親の養育態
度群の主効果が見られ（F（3,307）＝2.68,p<.05）、
「無関心な親群」より「指導的な親群」の方が得点
が高いことが示された（Mse＝10.67,p<.05）。学校
適応第３因子「仲間場面での適応」において、子ど
もの認知する親の養育態度群の主効果が見られ（F
（3,307）＝2.68,p<.05）、「無関心な親群」より「権
威的な親群」の方が得点が高いことが示された（Mse
＝3.37,p<.05）。学校適応第４因子｢肯定的自己像｣
において、子どもの認知する親の養育態度群の主効
果が見られ（F（3,307）＝5.16,p<.01）、「寛大な親群」
より「権威的な親群」、「指導的な親群」の方が、「無
関心な親群」より「権威的な親群」、「指導的な親群」
の方が、それぞれ得点が高いことが示された（Mse
＝2.39,p<.05）。
考　　察
１．子どもの認知する親の養育態度が学校適応に及
ぼす影響について
　子どもの認知する親の養育態度の第１因子「受容」
は、学校適応の第１因子「授業場面での適応」、第
２因子「規則・ルールへの適応」、第４因子｢肯定的
自己像｣に正の影響を与えることが示された。親か
ら受容されていると感じることは、家庭での様々な
活動において、親が応援してくれたり、関心を持っ
て見守ってくれるなど、自分のやりたいことがで
きる環境の中で育っているため、挑戦したことがう
まくできた経験を多く積んでいることに起因してい
ると考えられる。そのため、親からの受容が肯定的
自己像の形成に影響を及ぼすと考えられる。さらに、
自分のやりたいことができる環境の中で育っている
ことで、物事をやり遂げる経験が豊富であることが
考えられ、親からの受容が授業場面での適応に影響
を与えるのではないかと推察される。ところで、受
容の項目得点が高いということは、実際においても
親が子どもを受容していることが予想されるが、本
研究では子どもが親からの受容を認知していること
が得点に反映されている。そのため、親からの受容
が高いと認知していることは、受容された経験を基
に何をすれば相手が喜ぶか、どうすれば相手のため
になるかなど、他者の立場に立った考え方ができる
ことにつながると考えられる。したがって、親から
の受容の経験により、人に迷惑をかけない、相手を
傷つけないといった意味を含む規則・ルールへの適
応に影響を与えるものと推察される。
　子どもの認知する親の養育態度の第２因子「統制」
は、学校適応のすべての因子に有意な正の影響を与
える、または正の影響を与える傾向があることが示
された。親から指導される経験を積んでいることで、
小学校という集団生活の場でも自分勝手な行動をし
ないように、自分の欲求をコントロールできるので
はないだろうか。ところで、学校適応第１因子「授
業場面での適応」、第３因子「仲間場面での適応」
においては子どもの認知する親の養育態度の第２因
子「統制」の影響を特に大きく受けることが示され
ている。親から指導される経験を積んでいる場合は、
自分の間違いや失敗に気づくことがよりよくできる
と考えられる。同じ失敗をしないように気をつけた
り、改善点を考えた上でもう一度やり直す経験を多
く積んでいることで、失敗しても何度でも挑戦した
り、最後までやりとげることができるのだろう。そ
のため、統制が授業場面の適応に影響を及ぼすのだ
と推察される。また、仲間場面での適応においては
統制の影響は見られるが、受容の有意な影響が見ら
れないことから、子どもがより良い友人関係を築く
ためには、約束を守る、嘘をつかない、など基本的
な対人関係についてのルールを身につけられるよう、
必要なことを親が子どもに教えることが重要である
と推察される。
　ところで、「学校が楽しい」という項目は、学校
適応および子どもの認知する親の養育態度尺度の全
ての因子項目合計得点との間に、有意な相関が見ら
れた。子どもが学校が楽しいと感じることが、学校
適応および親の養育態度の認知に関連していること
が推察される。
２．子どもの認知する親の養育態度と学校適応との
関連について
　受容的養育態度と統制的養育態度のバランスを考
えた場合、学校適応の第１因子「授業場面での適応」、
第２因子「規則・ルールへの適応」、第４因子｢肯定
的自己像｣において「無関心な親群」より「指導的
な親群」の方が得点が高いことが示された。学校適
応の第１因子「授業場面での適応」、第４因子｢肯定
的自己像｣において「権威的な親群」、「指導的な親群」
の間には有意差が見られなかったものの、指導的な
親の平均得点が最も高いことから（Table4参照）、「受
容」、「統制」のいずれも高い養育態度が最も望まし
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いと推察される。「受容」、「統制」のどちらか一方
に偏ることなく、教えなくてはならないことはしっ
かり教え、子どもを温かく見守ったり、共感したり
する、「受容」、「統制」のバランスのとれた態度が
学校適応につながるといえるだろう。
　ところで、学校適応第３因子「仲間場面での適応」
において「無関心な親群」より「権威的な親群」の
方が得点が高いことが示された。仲間場面での適応
においては、「受容」より「統制」の方がより強く
関連していることが推察される。
　さて、本研究では、全体の７割以上（318名中246
名,77.4％）が「無関心な親群」に分類された。本
研究では子どもの認知する親の養育態度による検討
を行っているため、親が受容的態度および統制的態
度で子育てをしていても子どもに認知されず、無関
心な親に分類されたケースもあると考えられる。し
かし、学校適応全ての因子において「無関心な親群」
の得点が有意に低いことから（Table4参照）、実際
の親の養育態度に関わらず、子どもが「受容」、「統
制」いずれも低い親であると認知することが学校不
適応の要因であると推察される。無関心な親が減る
ことや無関心な親であると認知する子どもが減るこ
とが、学校不適応の子どもの減少につながるのでは
ないだろうか。
今後の課題
　本研究で作成された子どもの認知する親の養育態
度尺度は、「受容」、「統制」の２次元で構成され、「受
容」、「統制」のいずれも高い指導的な養育態度が、
学校適応に関連することが示された。この結果によ
り、Baumrind,D（1967）の養育態度の分類が日本
の子どもの認知する親の養育態度においても、適
用できると言えるだろう。ただし、本研究で作成さ
れた尺度については、信頼性の検討のみ行われ、妥
当性の検討は行われていない。今後は特に項目数が
少なかった学校適応第３因子「仲間場面での適応」、
第４因子｢肯定的自己像｣の項目の補強とともに、学
校適応尺度の妥当性の検討を行うことや、他の養育
態度尺度との関連を調べ、子どもの認知する親の養
育態度尺度の妥当性を検討することが必要である。
その上で、子どもの認知する親の養育態度と学校適
応との関連のみならず、子どもの発達全般へ及ぼす
影響を明らかにすることが望まれる。
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